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面 積 656.29km2

人 口 144,842人

世帯数 61,999世帯
平成27年10月1日 国土地理院、国勢調査

周南市の概要

shunyanshi.jp



JR徳山駅北口の整備

昭和29年竣工
市役所本庁舎の

建て替え

平成30年度
完成予定

平成30年2月
交流施設
完成予定



周南市の下水道事業

◆計画区域面積（平成28年3月31日現在）

• 公共下水道…3,120ha
• 流域関連公共下水道…620ha
• 特定環境保全公共下水道….178ha

• 農業集落排水施設…266ha
• 漁業集落排水施設… 13ha

昭和21年
昭和48年
昭和56年
平成7年
平成15年
平成23年

旧徳山市として事業開始
旧新南陽市事業認可
旧熊毛町事業認可
旧鹿野町事業認可
2市2町合併して周南市となる
公営企業会計 上下水道局



◆汚水

計画面積…4,196ha
整備面積…3,312ha（整備率78.9％）

汚水処理人口普及率…94.9％
公共下水道 普及率…86.3％

◆雨水

計画面積…3,437ha
整備面積…772ha（整備率22.5％）

平成28年3月31日現在



財政状況
平成27年度

出典「周南市下水道事業の財政状況 2015年度（平成27年度）」



課題と対策
• 施設の老朽化
長寿命化対策→ストックマネジメント
終末処理場の再構築

• 汚水未普及対策
整備の推進
計画区域の見直し

• 浸水対策
整備の推進

など



徳山中央浄化センターの再構築

• 最も古く（昭和41年）から供用開始している処理場の再構築を検討
（敷地が狭く、事業継続しながらの再構築困難）

• 平成22年 第16回事業計画変更
（汚泥を徳山東部処理区へ、汚水の一部を新南陽処理区へ集約）

• 平成23年 下水道法施行令の改正
（循環式硝化脱窒型膜分離活性汚泥法が代表的な工法として追加）

• 平成23～25年度 再構築方針の再検討

• 平成26年度 再構築方針の決定
（同敷地内での再構築可能な水処理方式MBR法にする）

• 平成27～28年度 基本設計 平成28年度～ 事業計画変更作業

• 事業手法の検討として、平成29年度PFI導入可能性調査へ





膜分離活性汚泥法(MBR法）

最終沈澱池の代わりに、
膜分離装置により、
固液分離を行う

従来法と比べ、最終沈澱池、
消毒設備等が不要となり、
大幅な省スペースが可能



現状

※合流、分流汚水を統合処理

MBR法を採用することにより、狭小敷地内でも再構築が可能になる

再構築方針

汚水処理施設

汚泥処理施設
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